
 

２０２４年４月２４日（水）第四水曜祈祷会 

出エジプト記１７章１～１６節 

「渇きと敵からの救い」 

 

【１６章のあらすじ】 『日毎に糧をくださる主』  

 

【１７章の観察と黙想】 

１．争いと試み（１７章１～７節） ＊しばしば祝福の後に、試練（霊的な訓練）は襲って来る。 

①主の命を受けて再び旅を続けたイスラエルの民は、次にどんな問題を抱えましたか。 

→ 

②イスラエルの民は飲み水がないことを、誰に訴えましたか。 

→ 

③イスラエルの民に不満をぶつけられたモーセは、どうしましたか。 

→ 

④命の危険さえ感じるモーセに、主は何を命じられましたか。 

→ 

⑤モーセはなぜイスラエルの長老たちの目の前で岩を打ったのですか。 

→ 

⑥パウロはこの「岩」を何と言っていますか。また、岩から流れ出た水は何を表していますか。 

→ 

 

２．アマレクとの戦い（１７章８～１６節） ＊休む間もなく、新たな問題（霊的な訓練）が襲ってきた。 

①アマレクはどのような者たちで、どのように襲って来ましたか（申命記２５：１８）。 

→ 

②神はなぜイスラエルの民を近道に導かず、遠回りの荒野に向かわせたのですか（１３：１７）。 

→ 

③ヨシュアを戦いに送り出した後で、モーセはどこに行って、何をしましたか。 

→ 

④モーセのとりなしの祈りは、戦いにどんな影響を与えましたか。 

→ 

⑤モーセはどうやって日没まで両手をあげていられましたか。 

→ 

⑥戦いに勝利したモーセはなぜ祭壇を築いたのですか。 

→ 

 

【適用と分かち合い】 

 ①「主を試みる」とは、どういうことですか。良い試み方（マラキ３：９）と悪い試み方（マタイ４：７）。 

 ②霊的な戦いの勝敗は、何にかかっていますか。 


